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【課題】 

１．課題 

自然災害に対する防災・減災に関するテーマ発表 

日本では、近年、多くの自然災害が発生している。例えば、2019 年 9 月台風 15 号では、千葉県内で強風によ

る構造物の被害や長期の停電被害が起こった。同年 10月台風 19号では、東日本の広い範囲における記録的な大

雨による多数の河川氾濫等により被害が発生している。2020 年 7 月に熊本県で発生した豪雨では、球磨川で大

規模な氾濫が発生して浸水被害が生じた。また、2011 年東北地方太平洋沖地震以降も、2016 年に熊本地震、

2018 年に北海道胆振東部地震が発生して、多数の山崩れや北海道内における大規模停電など大きな被害をもた

らしている。 

防災・減災は、喫緊の課題であり、自然災害による人命や都市機能への影響をできる限り最小限に抑え、復

旧・復興を迅速に進め、今後起こりうる災害に備えることが重要である。このような自然災害に強いまちづくり

において、土木工学の果たす役割は大きい。 

そこで、最近（５，６年以内に）起こった自然災害を取り上げ、その背景や原因、防災や減災への取り組みに

ついて調べ、あなたが理解したことや感じたこと、自分自身の考えをまとめ、その内容を発表してください。参

考とする資料は、新聞記事、書籍、インターネット上の資料としますが、インターネット上の資料の場合は、報

道記事、行政機関が公表している内容、オンラインで公開している学会誌の論文などを中心に探すようにしてく

ださい。また、参考とした資料の出典（インターネット上のものは、URL とホームページのタイトル等）を示

すようにしてください。 

（まとめ方） 

以下の点を必ず発表内容に含めてください。 

・取り上げた災害の背景を理解し、原因や問題点を明らかにする。 

・取り上げた災害に対する自分なりの解決策、改善策等を明らかにする。 

・大学入学後に取り組みたいと考えている学業とどう関連するかを明らかにする。 

発表内容の概要を課題レポートとして A4 用紙 2 枚（もしくは A3 用紙１枚）にまとめて、出願時に１部   

提出してください。また、提出書類はコピーをとり、手元に保管してください。 

課題レポート指定書式のダウンロードはこちらから ＜WORDファイル＞＜PDFファイル＞ 

 

２．評価方法 

自然災害や防災、減災、土木工学や社会基盤整備等に関する課題について、試験当日に実施するプレゼンテー

ションおよび質疑と面接の評価、また事前に提出された出願書類・課題レポートの評価を総合して判定します。

なお、プレゼンテーションでは、課題に対する原因や問題点の発見能力、解決策や改善策に対する説得性などに

関して、事前の調査が十分か、論理的な発表かどうか、質問を理解して的確に回答できているか、などを中心に

評価します。 

 

https://ao.kanto-gakuin.ac.jp/cms/wp-content/uploads/riko-kadai2024.docx
https://ao.kanto-gakuin.ac.jp/cms/wp-content/uploads/riko-kadai2024.pdf


 

【諸注意】 

（１） 発表方法 

課題のテーマに関して、自分自身でまとめた内容を発表してもらいます。発表時間は１人５分です。

発表には、PowerPoint を使用してください。発表の際に使用できるのは、ノートパソコン

（Windows）、プロジェクターです。ノートパソコンには、Power Pointがインストールされていま

すので、USBメモリを持参することで、使用可能です。 

（２） 質疑と面接 

発表に引き続いて、発表内容や課題に対する取り組み姿勢についての質疑を行います。また、志望動

機や自己アピールなども述べてもらい、それらに対する質疑も行います。時間は１人 15 分（発表と

あわせて20分）を予定しています。 

 


